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Ⅲ　研究の結果と考察
１　在学時の履修カルテ②（自己評価シート）
を用いた測定と比較分析
　履修カルテ②（自己評価シート）は、教育
職員免許法施行規則の改正を受け、平成 22 年
4 月 1 日以降の入学生から義務付けられた教職
関連科目の「履修カルテ」の一部である。こ
こにおける評価項目は、平成 18 年中央教育審
議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り
方について」において、教員に求められる資
質能力として挙げられた「使命感や責任感、
教育的愛情」「生徒理解や学級経営」「社会性
や対人関係能力」「生徒理解や学級経営」「社
会性や対人関係能力」「教科の指導力」「生徒
理解や学級経営」「使命感や責任感、教育的愛
情」に対応させ、本学専攻科では次ページ以
降に挙げた項目、と指標によって本カルテを
構成している。
　このカルテの記入については、1 年次と 2 年
次の年度末に行っている。平成 22 年度入学生、
平成 23 年度入学生、平成 24 年度入学生が記
入を終えた現在、このデータを分析し、さら
にここから見える学習成果の課題について考
察する。
　評価の７項目 26 指標ごとに、3 学年の１年
次２年次の到達度の推移と３学年平均を比較、
さらに到達度の伸び率を算出した。
すべて n ＝ 12（H22 入学生５名　H23 入学
生３名　H24 入学生４名）
Ⅰ　研究の目的
　本学専攻科保育専攻は、短期大学を卒業し、
幼稚園教諭二種免許状を取得した者が、さら
に専門的能力を修得し、幼稚園教諭一種免許
状を取得するために、学士（教育学）の学位
を取得させることを目的として、平成 20 年４
月に開設され現在６年が経過した。この期間
には、理念の再構築、カリキュラムの一部改正、
授業担当者の交代、就学環境の改善、インター
ンシップ園との連絡調整等が行なわれてきた。
こうした中、平成 25 年度には独立行政法人大
学評価学位授与機構の教育の実施状況等の審
査により、適格認定を受けることができた。
この６年を一つの節目として捉え、学習成果
の検証によって本教育課程を客観的に省みる
ことにした。２年課程内の学習成果と、さら
に修了後にこの成果がどのように生かされ、
または醸成しているのかを検証したいと考え
る。さらにこれによって、本学専攻科の課題
と将来的展望を見出したいと考える。
Ⅱ　研究の方法
１　在学時の履修カルテ②（教員に求められ
る資質能力に対する自己評価）による検
証
２　現場経験を経て生かされる『人材養成の
到達目標』に関するアンケート調査
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ⅰ『幼稚園教育についての理解』の項目
ⅰ─ 1 教職の意義や教員の役割、職務内容、子
どもに対する責務を理解していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；126％
ⅰ─ 2 教育の理念、教育に関する歴史・思想に
ついての基礎理論・知識を習得していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；158％
ⅰ─ 3 幼稚園教育の社会的・制度的・経営的理
解に必要な基礎理論・知識を習得しています
か。
1 年次から 2 年次の伸び率；132％
ⅱ『子どもについての理解』の項目
ⅱ─ 1 子ども理解のために必要な心理・発達論
的基礎知識を習得していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；128％
ⅱ─ 2 幼児期の望ましい集団形成に必要な基礎
理論・知識を習得していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；139％
ⅱ─ 3 個々の子どもの特性や状況に応じた対応
の方法を理解していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；172％
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ⅲ─ 4 集団において、率先して自らの役割を見
つけたり、与えられた役割をきちんとこなす
ことができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；128％
ⅳ『コミュニケーション』の項目
ⅳ─ 1 子どもたちの発達段階を考慮して、適切
に接することができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；124％
ⅳ─ 2 気軽に子どもと顔を合わせたり、相談に
乗ったりするなど、親しみを持った態度で接
することができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；109％
ⅲ『他者との協力』の項目
ⅲ─ 1 他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理
解や協力を得て課題に取り組むことができま
すか。
1 年次から 2 年次の伸び率；119％
ⅲ─ 2 保護者や地域との連携・協力の重要性を
理解していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；119％
ⅲ─ 3 集団において、他者と協力して課題に取
り組むことができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；122％
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ⅴ─ 2 教育課程の編成に関する基礎理論・知識
を習得していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；143％
ⅴ─ 3 保育における道徳教育・特別支援活動の
指導法や内容に関する基礎理論・知識を習得
していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；140％
ⅴ─ 4 情報教育機器の活用に係る基礎理論・知
識を習得していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；150％
ⅳ─ 3 子どもの声を真摯に受け止め、公平で受
容的な態度で接することができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；113％
ⅳ─ 4 挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し
方など、社会人としての基本的な事項が身に
ついていますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；100％
ⅴ『教科・教育課程に関する基礎知識・技能』
の項目
ⅴ─ 1 幼稚園教育要領の内容を理解しています
か。
1 年次から 2 年次の伸び率；133％
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ⅵ─ 3 幼稚園教育要領をふまえた教材・資料を
開発・作成することができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；125％
ⅵ─ 4 子どもの反応を生かし、保育を展開する
ことができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；111％
ⅵ─ 5 保育を行う上での基本的な表現の技術を
身に付けていますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；121％
ⅴ─ 5 保育内容の指導法に係る基礎理論・知識
を習得していますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；136％
ⅵ『教育実践』の項目
ⅵ─ 1 年齢や発達段階に応じた教材を分析する
ことができますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；124％
ⅵ─ 2 環境を生かした保育を構想し、子どもの
反応を想定した指導案としてまとめることが
できますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；123％
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拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、
社会人としての基本的な事項が身についてい
ますか。」100％（3.8 → 3.8）であった。これは、
社会人基礎力の代表的なものとして捉えるこ
とができるが、社会人マナーの達成が不十分
であるとの反省を表わしていると考えられる。
　続いて、大項目であるⅰ『幼稚園教育につ
いての理解』、ⅱ『子どもについての理解』、
ⅲ『他者との協力の項目』、ⅳ『コミュニケー
ション』、ⅴ『教科・教育課程に関する基礎知識・
技能』、ⅵ『教育実践』、ⅶ『課題探求』ごとに、
その評点の推移について見てみる。
　伸び率は、ⅰ；134％
ⅱ；146％
ⅲ；113％
ⅳ；113％
ⅴ；136％
ⅵ；150％
ⅶ；126％
　1 年次の最高評点値は 3.8 でⅲ『他者との協
力』とⅳ『コミュニケーション』、最低評点値
は 2.5 でⅴ『教科・教育課程に関する基礎知識・
ⅶ『課題探求』の項目
ⅶ─ 1 自己の課題を認識し、その解決にむけて、
学び続ける姿勢を持っていますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；123％
ⅶ─ 2 子どもを取り巻く環境の変化や幼稚園教
育に関する新たな課題に関心を持ち、自分な
りに意見を持つことができていますか。
1 年次から 2 年次の伸び率；130％
評価点が最も高い指標は、1 年次 4.3、2 年次
4.7、共にⅳ─ 2「気軽に子どもと顔を合わせた
り、相談に乗ったりするなど、親しみを持っ
た態度で接することができますか。」であった。
これは、本専攻科学生の子どもに対する温か
い心情を表わしている。評価点が最も低い指
標は、1 年次 2.3、2 年次 3.3、共にⅴ─ 2「教育
課程の編成に関する基礎理論・知識を習得し
ていますか。」であった。これは、理論系科目
への不得意意識の表れである。到達度の伸び
率の最も高い指標は、ⅱ─ 3「個々の子どもの
特性や状況に応じた対応の方法を理解してい
ますか。」172％（2.5 → 4.3）であった。これ
は、保育実践力の代表的なものとして捉える
ことができ、学習達成感の充実によっている。
到達度の伸び率の最も低い指標は、ⅳ─ 4「挨
大項目ごとの評点
■ 1 年次
■  2.9
■  3.9
■  2.8
■  4.1
■  3.8
■  4.3
■  3.8
■  4.3
■  2.5
■  3.4
■  3.4
■  4.3
■  2.6
■  3.9
■ 2 年次
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的・論理的な目線で考える力を身につけていきた
い。・・（略）・・子どもと共に笑いあったり、泣い
たりして成長していけるような保育者でありたい。
●保育者として、子どもに対する愛情を絶やさず
に、子どもの目線に立って、・・（略）・・子ども一
人ひとりの個性や特徴を理解してそれに応じた援
助をする。
●今、一番必要に感じているのは他者との理解・
協力や連携です。自分の意見や考えを軸に、他者
との交流を図りたいと思います。・・（略）・・
（平成 24 年度入学生）
●子どもの発達段階に合わせた適切な保育・教育
を目指し、子どもの気持ちを汲み取り理解する。
●子どもだけでなく、それを取り巻く環境（親・
家庭・地域等）・・（略）・・をつくることで、子ど
もたちに良い影響をあたえる。
●一人ひとりの子どもの特性を理解し、見通しを
もって保育をする。
●子どもたち一人ひとりに合った保育ができるよ
うに、日々子どもたちを観察する。
ここに課題として書かれているものは、修了
していく時点で自らの保育の目標として挙げ
た保育観であると言える。この中には、子ど
もの理解、共感、受容、子ども家庭支援、協
働などへの高い意識が含まれている。
２　現場経験における到達目標達成度に関す
る自己評価の分析
　第 1 回専攻科保育専攻同窓会開催の案内と
ともに依頼したアンケートの中に、現在の就
業あるいは生活の中で、専攻科の人材育成の
到達目標（ディプロマポリシー）が学習の成
果として今に生かされているかについて聞い
た。少なからず現在の自分の考えや能力に影
響を与えていると思われる事柄について具体
的な記述を求めた。また、その生かされてい
る順位（１～５まで）の記入を求めた。
ⅰ─ 1 一般的及び専門的教養による知性が生か
されていること
技能』であった。２年次の最高評点値は 4.3 で
ⅲ『他者との協力』とⅳ『コミュニケーション』、
最低評点値は 3.4 でⅴ『教科・教育課程に関す
る基礎知識・技能』であった。ここには、1 年
次 2 年次ともに同じ傾向が見られるが、現場
に即した指標は高い関心が寄せられるが、理
論的内容となると不得意意識が働くことが原
因と考えられる。
　1 年次から 2 年次の伸び率の最高値は、ⅵ『教
育実践』150％（2.6 → 3.9）であった。これは
1 年目から 2 年目に実践力に対する自信が高
まっている様子がうかがえる。伸び率の最低
値は、ⅲ『他者との協力』113％（3.8 → 4.3）
とⅳ『コミュニケーション』113％（3.8 → 4.3）
であった。いずれも1年次から高評点値であり、
これに関して常に心掛け自信を持って行うこ
とができている様子が表われている。
　次に、同カルテに「教職を目指す上で課題
と考えている事項」の自由記述欄がある。こ
れについて検証していく。
（平成 22 年度入学生）
●・・（略）・・自分の保育に自信をもてるように日々
学んでいきたい。また、・・（略）・・初心を忘れず
保育をしていきたいと思う。
●子どもと同じ目線に立つ上で、個々の特性や発
達段階を十分に理解し、子どもが心から楽しめる
ような園の環境作りを行う。
●子どもの目線に立ちつつ、成長や発達をよく観
察し、子どもと触れ合いながら、保育ができるよ
うな先生になりたいです。・・（略）・・
●子どもの年齢や援助の程度、また子どもが行う
予想外の行動にも臨機応変に対応し、子どもの行っ
たことを尊重して子どもの気持ちに寄り添った保
育ができる人でありたい。
●・・（略）・・子どもの最善の利益を一番に考え
た保育を忘れず、いつも温かい援助ができる保育
者になりたいです。教職員同士のコミュニケーショ
ンを大切にする。
（平成 23 年度入学生）
●保育について常に熱い気持ちを持ちつつ、客観
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ている順位　１）
●運動などでも、体調を崩すことなく行なえてい
る。［修了後１年］
ⅲ─ 1 現場の様々な事象を多角的かつ根源的に
理解・分析する能力が生かされていること
●・・（略）・・様々な保育観を知ることができた。
それにより、１つの考え方に固執しない保育、一
人一人に対してのよりよい保育を考えることが少
しはできているかと思う。［修了後４年］
●保育の現場が一番だと思うので、その現場を理
解・分析することが大切。［修了後３年］（生かさ
れている順位　２）
●今までは理論より気持ちで保育を行なっていた
が、気持ちを持ちつつ分析して考えれるようになっ
てきた。［修了後１年］（生かされている順位　４）
ⅲ─ 2 現場の様々な事象に対する問題解決能力
が生かされていること
●・・（略）・・すぐに報告、連絡、相談すること
を専攻科時から心掛けていたので、現在も実践し
ている。［修了後４年］ （生かされている順位　４）
●いつ何が起きるか分からないし、子どもの反応
はそれぞれ違うので、それをいかに素早く反応し、
対応していくことが大事。［修了後３年］（生かさ
れている順位　２）
●解決までいかないことが多いが、問題提起はで
きていると思う。［修了後３年］（生かされている
順位　３）
●専攻科で学んだり、話し合っていたことを、こ
うしてみればいいのでは？と伝えることができる
ようになった。［修了後１年］（生かされている順
位　２）
ⅳ─ 1 円滑な協働体制を支える能力が生かされ
ていること
●・・（略）・・考えても分からないことはすぐに
先生方に声をかけ尋ねるようにしていた。そうす
ることで、先生方からも声をかけてくださること
●短大保育学科時よりも専門的な内容を、少人数
で受講することができた。先生への質問もしやす
く、自身の理解に繋がった。［修了後４年］
●論文で気になる子について研究をしていたので、
気になる子に対する会議等では積極的に話し合い
に参加できている。［修了後１年］
ⅰ─ 2 思いやりの精神を真髄とした徳性が生か
されていること
●・・（略）・・どのようにしたら相手に喜んでも
らえるかをよく考えた。現在職場で多くの人と関
わりながらも、子ども . 保護者 . 職員一人一人に対
しての心配りを大切にするようにしている。［修了
後４年］ （生かされている順位　２）
●子どもや保護者に対する関わり方、受け止める
姿勢。［修了後３年］（生かされている順位　２　）
●相手を思いやる気持ち、ありがとうの気持ちを
素直に伝えることができるようになった。［修了後
１年］（生かされている順位　５）
ⅱ─ 1 幅広い社会感覚が生かされていること
●・・（略）・・多くの人と・・（略）・・関わる機
会をもつことができた。それらを生かし、自分の
立場や考え方に固執しない関わり方をするように
心がけている。［修了後４年］ （生かされている順
位　３）
●インターンシップ、専攻科での学びを通して、
様々な社会感覚が生かされていると思う。［修了後
１年］
ⅱ─ 2 健康な心身が生かされていること
●専攻科では同級生や先生との信頼関係が強く、・・
（略）・・人に相談することの大切さを学ぶことが
できた。また、・・（略）・・目標を明確にもち、仲
間と励ましあいながら頑張りきることを経験し、
心の強さとなった［修了後４年］
●具合が悪かったりすると、子どもをしっかり見
ることができないので。［修了後３年］（生かされ
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きた。現在も機会があれば貢献したいと思ってい
る。［修了後４年］
●意思はあるが、実際はあまり行動に移せていな
いところがある。［修了後１年］ 
「その他」
●専攻科での日々は学業、人間関係、人生経験な
ど多くのことがとても充実しており、私の自慢の
２年間です。・・（略）・・［修了後４年］ （生かされ
ている順位　１）
●インターンシップを通して、仕事に対する責任
感を得られたと思います。［修了後４年］（生かさ
れている順位　１）
ここで、平成 20 年「学士課程教育の構築に向
けて」中央教育審議会答申の中で挙げられた
「学士力に関する主な内容」と比較してみる。
１．知識・理解
　　専攻する特定の学問分野における基本
的な知識を体系的に理解
２．汎用的技能
　　知的活動でも職業生活や社会生活でも
必要な技能
３．態度・志向性
　　自己管理力、チームワーク・リーダー
シップ、倫理観、市民としての社会的
責任、生涯学習力
４．統合的な学習経験と創造的思考力
　　自らが立てた新たな課題を解決する能
力
専攻科の人材育成の到達目標（ディプロマポ
リシー）と「学士力の内容」は、必ずしも一
致していないが、修了生のアンケートの回答
からは、学士力の醸成に係わる内容が随所に
見ることができる。
Ⅳ　まとめと課題
　本専攻科の学習成果の検証結果として、学
が増えていたように思う。・・（略）・・［修了後４年］ 
（生かされている順位　５）
●７月より複数担任をするようになり、協働体制
の大切さを実感している。［修了後３年］（生かさ
れている順位　４）
●３年目になり、１日をどのようにすごすか（職
員の配置など）を考え、伝えるようになった。［修
了後１年］（生かされている順位　３）
ⅳ─ 2 豊かなコミュニケーション能力が生かさ
れていること
●・・（略）・・人への気遣い方、楽しませ方、親
しくなるための手立てなどを学ぶことができた。・・
（略）・・現在保育現場ではもちろん、プライベー
トでも人と関わる際に活用している。［修了後４年］
●子どもとのコミュニケーションも大事だが、現
場で働く先生方とのコミュニケーションをとるこ
とで仕事の効率も違ってくるので大切。［修了後３
年］（生かされている順位　４）
●手遊びなどのレパートリーが増え、子どもたち
が目を引くようなコミュニケーションができてい
る。［修了後１年］（生かされている順位　１）
ⅴ─ 1 深い学識と研究能力が生かされているこ
と
●・・（略）・・自発的な学習意欲を大切にしてい
ただけたので、現在も様々な事象に対して以前よ
りも意欲的に関わっていくことができていると思
う。［修了後４年］
●就職して終わりではなく、常に学ぼうと自分が
動くことができている。（知識を取り入れようとし
ている。）［修了後３年］（生かされている順位　１）
●気になる子に対する対応と向き合い方が分かっ
た。［修了後１年］
ⅴ─ 2 社会や地域の発達・向上に寄与しようと
する意志が生かされていること
●・・（略）・・自分がもっているもので人に貢献
できることがあるという感覚を体験することがで
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生は理論的学問に対してまだ苦手意識が残り、
やや社会人基礎力に欠けることが分かった。
しかし、経験を踏む過程において保育実践力
に関して大きな手ごたえと自信を備えていく
様子も確認できた。さらに、修了後に就業経
験を積む中で、人間関係力や問題解決力が統
合され協働体制のなかで自らの理念を確立し
ていこうとする意志の萌芽も見て取れる。こ
れによって論理的思考も追随していくのでは
ないかという希望もでてくる。筆者は、こう
した学び直しの教育課程において、最も重要
な学び内容は、「生涯学習力」（学びつづける力）
ではないかと考える。これを、本課程の将来
的展望の柱としていきたい。
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